




































1999 年から 2009 年までに世界で発生した暴風
と水気象関連災害は 4709 件あり、それによる死
者は 72 万 7646 人に達する。そのうちアジアで
の発生件数は 1758 件（37％）に過ぎないが、人




























































14 万 7570km2 と日本の半分以下にも関わらず、
人口 1 億 4231 万 9000 人［バングラデシュ統計局	
2011］を有し、世界有数の人口密度（839 人／平
方 km）の高さである。1 人当たりの GDP は 684
ドル［外務省 2010］と人間開発報告の中では、












デシュは 3 年に 1 回は深刻なサイクロンに見舞わ
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れていると言える［バングラデシュ政府	2008］。
2007 年 11 月 15 日夜、バングラデシュに上陸
したシドルは毎時 250 キロの暴風と共に最大 8m
の高波をもって南南西沿岸部を襲った。このサイ




用によって 300 万人が避難をし、うち 150 万人が
サイクロンシェルターへ避難したため死者数が少
なくなったと報告されている［バングラデシュ政
府 2008］。また 2009 年 5 月 25 日昼上陸したアイ


















2007 年シドルの発生前には 19 県ある沿岸地域






















発災年月日 最大風速（km） 最大高波（m） 死者（人） 被災者数（人）
1965 年 5 月 12 日 162 3.7 19,279 15,600,000
1965 年 12 月 15 日 184 3.6 873 60,000
1966 年 10 月１日 139 6.7 850 1,800,000
1970 年 11 月 12 日 224 10 300,000 3,648,000
1985 年 5 月 25 日 154 4.5 4,264 1,810,000
1991 年 4 月 29 日 235 7.6 138,882 15,438,849
1995 年 11 月 25 日 110 3.6 172 250,000
1997 年 5 月 19 日 200 4.6 155 3,052,738




2009 年 5 月 25 日 92 ─ 190 3,935,341
参照：World	Bank	2010;	Disaster	Management	Bureau/Government	of	Bangladesh	2010;	EM-DATE	2011
*World	Bank	は 2,388 となっているが、2007 年 11月 17日発表数字。バングラデシュ政府 2007 年発表によれば 3,406 人死亡、871 人不明。
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ンが発生し、状態が深刻になればバングラデシュ



















委員会を設立し、1997 年の第 1 回会議において
女性の地位向上のための国家政策を採択してい











53 .9％に対して女性は 40 .8％［UNESCO	2011］
と差は大きい。また、バングラデシュ国際下痢性
疾病研究センターによる 3130 人への調査では 15
歳から 49 歳までの女性で約 60％が身体的、性的
な家庭内暴力を経験している。それにもかかわ























































































は、現地 NGO と協議の上 3 カ所を選択した。調
査は、地方自治体職員、地域住民、ユニオン防災
委員会メンバー、そして NGO 関係者からの聞き
取り調査と、現場視察によって 2009 年 10 月に実


























（男 9/ 女 5）
0 人
シドル以前のサイクロンシェルター数 4 2 2	
アイラ後のサイクロンシェルター数 6 4 9
ユニオン防災委員会
19 人
（男 12/ 女 7）
35 人
（男 30/ 女 5）
36 人

































































計画者 NGOと自治体 自治体 NGOと住民
資金提供者 NGO 自治体 NGO
建設者 NGO 自治体 NGOと住民
管理者 NGO 自治体 シェルター運営委員会
所有者 NGO 自治体 住民
ガイドライン作成有無 無 無 建設後作成
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く、35 人中 5 人のみが女性であった。ユニオン
書記官にその理由を尋ねたところ、「適当な人材
がいない」との回答であった。また 2011 年現在
においては 35 人中 29 人が男性、6 人が女性と構
成メンバー比率にほぼ変化が見られなかった。
ガイドラインの有無






















































































































































日時 2010 年 2 月 18 日─21 日・4月 26─29 日
場所 ニシャンバリアユニオン、ホゴルパティユニオン、カウリアユニオン
参加者
シェルター運営委員会メンバー 42 人／ 1グループｘ 4グループ

































































































































ワークショップの第 1 回と 2 回の終わりに、参加
者（男性 56 人、女性 28 人うち有効回答数男性
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た。防災訓練は 2011 年 12 月に運営委員会が主催
し、それに伴う資金は BDPC が負担をする。ま
たシェルター維持管理のための運営費用に関して
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Bangladesh often experiences various disasters due to its geographical and 
social characteristics . In recent year, Cyclone Sidr in 2007 and Aila in 2009 
caused severe loss of lives and properties in the coastal area . The research 
aimed to mitigate community risks against cyclones and build community 
resilience, with special focus on gender perspectives in cyclone shelter 
management . The research assessed three cyclone affected areas and found 
different types of cyclone shelter management, which were NGO-led, local 
government-led, and community-led types . It was clear that community-led 
shelter management was most effective in terms of sustainability . The author 
selected one site for implementing a training workshop on developing shelter 
management guideline . The training workshop was conducted in 2010 with 
participatory methods to discuss the contents of the guideline by gender 
segregated groups. Based on these contents, which reflected by community 
needs to encourage both men and women to evacuate to the shelters, the 
guideline was developed. The paper clarifies the importance of community 
involvement with gender sensitivities to build community resilience from a 
project planning stage .
Key words: community participation, gender, cyclone shelter management, 
Bangladesh
A Study on Building Resilience in a 
Cyclone-Prone Area in Bangladesh: 
Developing Gender Sensitive Cyclone 
Shelter management Guidelines 
through Community Participation

